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私がチャリンコで街散歩をはじめて 10 年近くになります。柄にもなく花の香りに敏感に

なりました。春先の沈丁花にはじまり，五月の連休が近づくとジャスミン，そしてツツジ

にサツキ，梅雨入りのころにはクチナシ，夏を過ぎて涼しくなると金木犀。思わぬところ

に咲いているのを発見しますが，最初にそれに気付くのはいつも嗅覚です。ボーッと乗っ

ていると，フッと匂ってきて，ンッ？と思ってキョロキョロしていると，角を曲がった先

に小さな鉢植えを発見。視覚というのは細かいところまで正確な情報を与えてくれますが，

見える範囲が狭く，そのつもりで注意をこらさないと見逃すこともあります。においはい

ろんな方角からやってきて，大雑把ではあるものの，気配の変化のようなものを知らせて

くれます。嗅覚的なものと視覚的なもの，どちらも大切だと実感しながらチャリンコでぶ

らぶらしています。 

第４巻の編集業務を無事に終えることができました。著者，査読者（本年度，各論文に

２名という体制を敷くことができました），編集委員の皆様，ありがとうございました。 

 

編集委員長 矢野 貴人 
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